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小中連携に生かす文字指導の教材開発

－教材「Phonics Time」の作成と効果の検証－

１ 研究の目的

小中連携の外国語活動にかかわるアンケート実態調査から，小学校と中学校には大きな情意面の差

が存在していること，その１つの要因が中学校から始まる文字指導の難しさにあることが分かった。

そこで本研究では，小学校で行われる外国語活動の成果を活用し中学校から始まる文字指導を円滑に

進めるための教材を開発し，実際に中学 1 年生の授業で試用することで，その効果を検証することに

した。

２ 教材の開発

小学校ではＡＬＴなどネイティブスピーカーの力を借りたり，ＣＤなどの音源を利用したりして，

多くの英語に親しむ活動が展開される。中学校で文字指導が始まり，いわゆる「20回書いて覚えなさ

い方式」の語彙学習ではなく，小学校で慣れ親しんだ英語の音声を利用して，音声と文字を結び付け

ることで効果的に語彙を学習できるのではないかと考え，教材「Phonics Time」を開発することにし

た。したがって，本教材は，小学校で外国語活動を経験してきた生徒が中学 1 年段階で使うことを前

提として作られている。

(1) 教材の作成

教材は，愛知県内の教員有志（刈谷英語自主研修会）で中 1 フォニックス研究グループを立ち上げ，

協同作業で作成を行った。まず小学校の英語ノート等教材に出てくる単語と，中学校の教科書（New

Horizon English Course 1 東京書籍）に出てくる単語を調査し，フォニックスルールに当てはまる単

語の洗い出しを行い，教材の中に使用する単語はこれに該当するものを基本的に用いることとした。

また最終的には，中学校１年生の早い時期に学習する綴りの長い単語（必ずしもフォニックスルール

に当てはまらない）が書けるようになり，テスト等で正しく書くことができ正解できることを目的と

するので，フォニックスにこだわ

らない語彙学習の教材も並行して

利用できるようにも配慮をした。

作成した教材は誰でも使えるよ

うにインターネット上にファイル

を置きダウンロードできる仕組み

にしてある。使用したホームペー

ジは，「わくわくワークシート・ホ

ームページ」（資料１参照）で，

検索窓に入手したいファイルのキ

ーワードを入力することでワーク

シートのデータベースから該当の

ファイルを一覧で表示し，その中

から必要なものをダウンロードす

ることができる。フォニックス教材は，キーワードに「フォニックス」と入力することで取り出すこ
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とができる。

(2) 教材の構成

本年度行った試用では，学校間での同一性を確保するためにも，作成した教材の中から約 80 のファ

イルを取り出し，印刷した２冊の冊子（＜付録＞参照）を用いて行った。使用した教材冊子「Phonics

Time」は資料２のような構成になっている。

「Phonics Time」はステップ１（ローマ字の復習とアルファベットの導入），ステップ２（フォニッ

クス・アルファベット），ステップ３（２文字子音）と進んでいくが，前半の冊子にはステップ１と２

が入り，ステップ３は後半の冊子に入っている。なおステップ４とステップ５はフォニックスルール

が難しくなるため中 1 段階での使用でなく中２以降での使用が適当かと思われるので，後半の冊子で

の紹介のみにとどめた。並行して学習を進めていく教科書の語彙学習のための教材「TR (Textbook

Review) Time」は後半の冊子に入れてあるが，それぞれ Unit 1,2・Unit 3,4・Unit 5,6 を終えた段階

で使う構成になっている。

「Phonics Time」教材冊子（前半・後半）構成図 資料２

↑Phonics Time Step 1,2（前半）

Phonics Time Step 3（後半）↓ ↑（後半に参考で付加）

(3) 主な教材内容

各ステップの主な内容を紹介する。

ステップ１

ローマ字とアルファベット

ステップ２

フォニックス・アルファベット

ステップ３

２文字子音

ステップ４

礼儀正しい母音

ステップ５

２文字母音

Unit 1,2

単語の形から正しいつづり

Unit 5,6

単語の形から正しいつづり

Unit 3,4

単語の形から正しいつづり
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Phonics Time...Step1

ローマ字

小学校の訓令式ローマ

字と中学校のヘボン式

ローマ字の違いを学ぶ

アルファベット

大文字小文字の書き方

を学ぶ

Phonics Time...Step2

フォニックス・アルフ

ァベット

各アルファベット 1 文

字に１音が対応してい

ることを学ぶ

Phonics Time...Step2

音の足し算

かばん(bag)が b＋a＋g

であることを学ぶ

マジック eの法則

最後が e で終わる単語

で は 単 語 の 中 の

a,e,i,o,u はアルファ

ベットの名前読み(a＝

エイ)になることを学ぶ
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Textbook Review Time

教科書に出てくる単語

を学ぶ

①単語を形で覚える

②間違いやすい綴りに

注目して綴りを覚える

Textbook Review Time

③単語を音節に分け

て，短いかたまりで綴

りを覚える

④綴りを頭の中に入れ

て，再現させることで

記憶を確かにさせる

Phonics Time...Step3

２文字で１音に対応す

る ch, sh, th, ph,wh,

ck, ng を学ぶ

※この Step 3 までを中

１段階で学ぶことを目

指す。
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３ 教材の試用と効果の検証

(1) 教材の試用

本年度４月に教材の冊子を学校に届け，授業の最初の５分から 10 分で継続的に使用してもらった。

依頼した学校は以下の通りである。

教材試用依頼校

小中連携による外国語活動の研究協力校 協力校以外

小牧市立桃陵中学校

武豊町立富貴中学校

A 中学校 B 中学校

C 中学校 D 中学校

(2) 検証の方法

教材の使用効果を検証するために，教材を継続的に２学期まで使用してもらい 10 月に効果検証テス

トを行うことにした。効果検証テストは以下のような内容で，試用依頼校のうちの３校と，教材を使

用していない学校３校に同一のテストを実施し，その結果を比較することにした。

教材「Phonics Time」効果検証テスト（中１の 10月に以下のテストを実施する）

対象校

Phonics Time テスト実施校 テスト参加人数

継続実施あり 小牧市立桃陵中学校３クラス

武豊町立富貴中学校３クラス

A 中学校３クラス

314 人

継続実施なし E 中学校２クラス

F 中学校１クラス

Ｇ中学校 3 クラス

212 人

実施するテスト

ディクテーションは，ネイティブ録音のＣＤを作成して使用。約６分間。

日本語を英訳するテストは約４分間。合計約 10分間のテストとして実施。解答用紙は巻末にある。

問題番号 テスト内容

ディクテーション「聞き取った単語を正しいつづりで書いてください。１から３

は，日本語のローマ字表記，４以降は英語です。」

１ Nagoya なごや ローマ字訓令式で書ける。

２ Aichi あいち ヘボン式の「ち」

３ Fujiyama ふじやま ヘボン式の「ふ」「じ」

４ dog ３文字単語

５ bed d とｔの聞き取り区別

６ red

７ pig ｐとｂ，ｇとｃの聞き取り区別

８ sun

９ lip ６と比較 l と r の聞き取り区別

10 bike マジック eの法則
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11 cake マジック eの法則

12 ship ２文字子音 ｓｈ

13 math ｔｈ

14 sing ｎｇ

15 music 教科書 Unit 1,2

16 like マジック e の法則

17 morning

18 breakfast

日本語から英語へ「次の日本語を英語に直しなさい。」

19 Unit 1,2 から 良い→good

20 アメリカ→America

21 友達→friend

22 先生→teacher

23 Unit 3,4 から おもしろい→interesting

24 大好きな→favorite

25 教科→subject

(3) 検証における仮説

教材の効果検証テストを行い次の仮説を証明することにした。

仮説１ 教材「Phonics Time」を継続使用した教材使用校のテスト結果は，教材を使用しなかった学校

のテスト結果を上回るのであろう。

仮説２ 教材を継続使用すれば，音声と文字のつながりが理解でき，音声を頼りになんとか文字化しよ

うとするので，テスト解答欄の空欄率は，教材使用校のほうが低くなるであろう。

(4) 仮説１の検証と考察

資料３に効果検証テストの正答率の比較を示す。ほとんどの問題において教材実施校の正答率が，

未実施校のそれを上回っている。

資料３
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資料４に示すように t 検定を行ったところ，25 問中 15 の問題で，１％水準（**）ならびに５％水準

（* ）で有意差を示している。このことからも，仮説１にあるように，教材「Phonics Time」の効果

が表れていると言える。

(5) 仮説２の検証と考察

空欄率を，誤答数に対する空欄数の割合として計算すると資料５のようになる。グラフ（資料６）

を見てみると，すべての問題で教材実施校の空欄率は，未実施校のそれを下回っており，仮説を支持

する結果となった。

(6) 誤答分析

実施校と未実施校で正答率が大きく違い，t 検定においても１％水準で有意差が見られた３つの単

語について，生徒がどのように記述していたのか詳しく調べることで，教材の効果を検証してみたい。

分析を行う単語は以下の３つである。

問題番号 18（ディクテーション問題の最後の問題） breakfast

問題番号 24・25（日本語を英語に直す問題の最後２問）favorite, subject

分析に用いた解答用紙数は，以下のとおりである。

資料４

資料６

資料５
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実施校より３クラス分 89 枚 未実施校より３クラス分 94 枚

正答数並びに空欄数，そして全ての誤答パターンをあげ，それぞれの数を調べてみた。結果は，資

料７〜９のとおりであった。

３ つ の 単 語 分 析

資料７

資料８



- 62 -

資料９

これらの単語分析から分かることは，以下の３点である。

① すべての単語において実施校の正答数は，未実施校のそれよりも多い。

② すべての単語において実施校の誤答のパターン数は，未実施校のそれよりも少ない。

③ すべての単語において実施校の解答用紙の空欄数は，未実施校のそれよりも少ない。

①と③は，仮説１・仮説２の検証で指摘したことであるが，②についてはフォニックスの学習

(Phonics Time ならびに TR Time)によるところであろう。breakfast については，ディクテーション・

テストであり，音声を聞き，その音を頼りに文字を探して文字に置き換えている。実施校の方が，未

実施校よりも音声と文字の関係が習得できていると考えられる。favorite と subject については，音

声が流れるわけではないが，多くの語彙習得研究が指摘するように，日本語を頭の中で英語に置き換

える際に，いったん音声情報として想起し，その音声情報を頼りに，文字へと置き換えているようで，

その際にも音声と文字の関係がより習得できている実施校に良い傾向がでてきているのではないだろ

うか。

４ 研究のまとめ

以上，効果検証テストの３つの考察から，教材「Phonics Time」の効果については一定の成果が見

られると結論付けてよいであろう。もちろん毎日の学習の中で，この教材だけではなく様々な教材や

学習内容を経て語彙は習得されていくものであるし，このテストが実施された時期は２学期の中間テ

ストの頃であったので，いわゆるテスト勉強の成果も加味されているであろう。それだけにこのテス

ト結果の差が，この教材に全て起因するとは断定できないのは事実である。しかし，少なくともこの

ような音声と文字を結び付ける学習により，単語の綴りを間違えずに書けるようになってきたという
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授業者の実感も聞かれる。教材のさらなる改良と，その指導法の改善に今後も期待したい。

なお，＜付録＞として，今回開発した「Phonics Time」をＰＤＦファイルで添付するので，活用し

て欲しい。
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英単語聞き取り・書き取りテスト解答用紙

１

ロー

マ字

１４

２

ロー

マ字

１５

３

ロー

マ字

１６

４ １７

５ １８

６

１９～２５は，日本語を英語に直してください。

７ １９

良い

８ ２０

アメ

リカ

９ ２１

友達

１０ ２２

先生

１１ ２３

お も し

ろい

１２ ２４

大好

きな

１３ ２５

教科


